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� はじめに
平成１１年７月に「特定化学物質の環境への排出量の把握等

及び管理の改善に関する法律（PRTR法）」が公布され，人

や生態系に有害なおそれがある化学物質の環境中への排出量

及び移動量が把握され，集計後公表されるようになった。

PRTR法の対象物質のうち，VOCはその大半が大気中に排

出され，人の健康への影響が懸念されている。

今回，平成２０年度から２２年度にかけて PRTR排出量の多

かった VOCを対象として，県内の大気中濃度について調査

したので，その調査結果を報告する。

� 調査方法
１ 調査期間

平成２０年４月～平成２３年３月（ただし，鳴門局のみ平成２１

年４月～平成２３年３月）

２ 調査地点

図－１に示した鳴門局，北島局，徳島自動車排出ガス測定

局（以下，「自排徳島局」とする），大潟局の４地点において

調査を実施した。

・鳴門局（鳴門市撫養町立岩字七枚１２８）

・北島局（板野郡北島町鯛浜字向４３－４）

・自排徳島局（徳島市新蔵町１丁目６７）

・大潟局（阿南市大潟町２１０－２）

３ 測定対象物質

表－１に示した PRTR届出排出量の多い VOCを中心に３９

物質について測定した。

４ 試料採取

試料採取及び分析は「有害大気汚染物質測定法マニュア

ル」１）に準拠して行った。減圧したキャニスターにパッシブ
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図－１ 調査地点
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サンプラーを取り付け，３ml/min程度の流量で２４時間連続

的に採取した。

５ 分析

減圧採取した試料は高純度窒素ガスで加圧希釈した。これ

を大気試料濃縮導入装置により濃縮した後，ガスクロマトグ

ラフ質量分析計を用いて分析した。標準ガスは HAPs-J４４（住

友精化株式会社製），内部標準物質はトルエン d８（住友精化

株式会社製）を使用した。

� 調査結果及び考察
１ 結果の概要

� 調査結果

調査結果を表２に示す。いずれの測定結果においても

環境基準及び指針値に較べて十分低い濃度であった。最

も高い濃度を示したのはトルエンで全ての調査地点で年

平均値が２μg/m３を超過した。

� 地点別濃度

図－２に平成２０年度から２２年度の県内４地点の VOC

成分濃度を示す。VOC全体の濃度は道路沿道の自排徳

島局が最も高濃度を示した。また，大半が自動車のガソ

リン由来であると考えられるベンゼンは国道沿道に位置

する自排徳島局で最も高濃度を示した。

� 経年変化

３年間の経年変化を図－３に示す。いずれの地点にお

いても VOCの全体濃度は概ね減少傾向であることが示

された。これは景気低迷による県内企業の工場施設の稼

働率の低下及び平成１８年度より導入された VOC排出抑

制によるものと考えられる。

� 季節別変動

県内における季節別 VOC成分濃度の組成を図－４に

示す。自排徳島局及び大潟局では夏期に VOCの全体濃

度が比較的高濃度を示した。

２ 連続調査

県内２地点（北島局及び自排徳島局）において，夏期に連

続して２４時間サンプリングし調査を実施した。その結果を

図－５に示す。この結果から，VOC成分濃度の組成は日に

よって大きく変動していることが示された。周辺の事業所の

稼働状況や気象，交通量など多様な影響を受けていると考え

られる。

３ 県内で排出量の多い物質

県内における平成２０年度の PRTR届出排出量は，総排出

量が６１４ t／年であった。このうち，トルエン（２１１ t／年），ジ

クロロメタン（１４４ t／年）の排出量が多く，総排出量の５７％

を占めた。

表－１ 県内における大気中への届出排出量上位物質
（平成２０年度 PRTR届出排出データ）

順位 物質名称
排出量 構成比
（t／年） （％）

１ トルエン ２１１ ３４

２ ジクロロメタン １４４ ２３

３ 二硫化炭素 ６５ １１

４ キシレン ５０ ８．１

５ ほう素及びその化合物 １８ ２．９

６ ベンゼン １８ ２．９

７ クロロホルム １６ ２．６

８ エチルベンゼン １４ ２．３

９ １，２‐ジクロロエタン １２ ２．０

１０ マンガン及びその化合物 １０ １．６

図－２ VOC成分濃度（平成２０～２２年度の平均値注３））
注１）鳴門局は平成２１年度から調査を開始したため，平成２１～２２年度の

平均値を示す。

図－３ 経年変化（平成２０～２２年度注４））
注２）鳴門局は平成２１年度から調査を開始したため，平成２１～２２年度の

経年変化を示す。

―３２―



表
－
２
県
内
に
お
け
る
V
O
C
の
大
気
環
境
濃
度
調
査
結
果
（
平
成
２０
年
４
月
～
平
成
２３
年
３
月
）注
１
），
注
２
）

単
位
（

μg
/m

３
）

鳴
門
局

北
島
局

自
排
徳
島
局

大
潟
局

最
小
値

～
最
大
値

平
均
値

最
小
値

～
最
大
値

平
均
値

最
小
値

～
最
大
値

平
均
値

最
小
値

～
最
大
値

平
均
値

１
，１
，１
‐
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

０
．０
１７

～
０
．３
３

０
．０
７６

０
．０
３１

～
２
．４

０
．２
２

０
．０
１１

～
０
．３
４

０
．０
７７

０
．０
１６

～
０
．３
４

０
．０
６８

１
，１
，２
‐
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

＜
０
．０
００
６２

～
０
．０
５３

０
．０
１１

０
．０
００
３６

～
０
．１
５

０
．０
２８

＜
０
．０
００
６２

～
０
．０
５４

０
．０
１１

＜
０
．０
００
７２

～
０
．０
４６

０
．０
０８
７

１
，１
，２
，２
‐
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

＜
０
．０
００
２４

～
０
．１
２

０
．０
１２

＜
０
．０
００
２４

～
０
．０
１７

０
．０
１１

＜
０
．０
００
２４

～
０
．０
２０

０
．０
０４
６

＜
０
．０
００
２４

～
０
．０
８９

０
．０
０４
７

１
，１
‐
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

０
．０
００
３１

～
０
．０
４９

０
．０
１６

＜
０
．０
０１
４

～
０
．５
４

０
．０
８２

＜
０
．０
０１
２

～
０
．２
２

０
．０
３３

＜
０
．０
００
５１

～
０
．０
４９

０
．０
０８
９

ci
s‐
１
，２
‐
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

＜
０
．０
００
５９

～
３
．３

０
．１
７

＜
０
．０
００
３５

～
６
．４

０
．２
２

＜
０
．０
００
３５

～
６
．７

０
．２
１

＜
０
．０
００
３５

～
３
．８

０
．１
４

１
，１
‐
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

＜
０
．０
０１
０

～
０
．１
７

０
．０
２０

＜
０
．０
０１
２

～
０
．１
６

０
．０
１７

＜
０
．０
０１
０

～
０
．１
７

０
．０
１５

０
．０
００
４０

～
０
．１
７

０
．０
１５

１
，２
‐
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン

＜
０
．０
０１
０

～
０
．２
７

０
．０
８０

＜
０
．０
０１
０

～
０
．２
６

０
．０
６０

＜
０
．０
０１
０

～
０
．２
５

０
．０
５２

＜
０
．０
０１
０

～
０
．２
３

０
．０
５９

３‐
ク
ロ
ロ
‐１
‐
プ
ロ
ペ
ン

＜
０
．０
００
２８

～
０
．０
４３

０
．０
０４
９

＜
０
．０
００
２８

～
０
．０
１７

０
．０
０２
３

＜
０
．０
００
２８

～
０
．０
２０

０
．０
０４
６

＜
０
．０
００
２８

～
０
．０
４９

０
．０
０４
１

１
，３
‐
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

＜
０
．０
０３
３

～
７
．５

０
．７
０

＜
０
．０
０２
４

～
２
．９

０
．３
８

＜
０
．０
０２
３

～
０
．６
１

０
．１
１

＜
０
．０
００
９０

～
１
．１

０
．１
１

四
塩
化
炭
素

０
．０
９２

～
１
．２

０
．６
０

０
．２
９

～
１
．２

０
．６
２

０
．２
２

～
１
．２

０
．６
６

０
．２
８

～
１
．３

０
．６
５

ス
チ
レ
ン

０
．０
０２
３

～
１
．４

０
．１
８

０
．０
１２

～
０
．７
９

０
．２
０

０
．０
２３

～
１
．２

０
．１
９

０
．０
１３

～
０
．３
８

０
．０
７４

ト
ル
エ
ン

＜
０
．０
０７
８

～
１３

３
．６

０
．０
２４

～
１８

５
．３

０
．０
１６

～
１７

４
．９

０
．０
４３

～
２３

６
．０

ブ
ロ
モ
メ
タ
ン

０
．０
１２

～
０
．１
５

０
．０
５１

＜
０
．０
０８
４

～
０
．１
３

０
．０
４５

＜
０
．０
０３
７

～
０
．１
４

０
．０
４８

０
．０
０３
６

～
０
．１
３

０
．０
４０

１
，２
‐
ジ
ブ
ロ
モ
エ
タ
ン

＜
０
．０
００
５０

～
０
．１
５

０
．０
０８
７

＜
０
．０
００
５０

～
０
．０
１７

０
．０
０３
２

＜
０
．０
００
５０

～
＜
０
．０
１２

０
．０
０２
０

＜
０
．０
００
５０

～
０
．０
１４

０
．０
０２
１

ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

＜
０
．０
０２
６

～
２
．６

０
．２
３

＜
０
．０
０２
６

～
２
．０

０
．１
５

＜
０
．０
０２
６

～
１２

０
．４
６

０
．０
００
９２

～
１
．２

０
．１
０

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

０
．０
１５

～
２
．３

０
．５
４

０
．０
７１

～
１
．４

０
．６
０

０
．２
０

～
２
．９

０
．８
７

０
．１
１

～
１
．３

０
．４
０

キ
シ
レ
ン

０
．３
８

～
９
．１

２
．０

０
．４
２

～
８
．０

２
．５

０
．６
７

～
１５

４
．１

０
．２
５

～
６
．４

２
．６

p‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

０
．０
１１

～
０
．９
７

０
．３
７

０
．０
２６

～
１
．２

０
．４
３

０
．０
３４

～
１
．４

０
．４
５

０
．０
０４
７

～
１
．１

０
．３
１

m‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

＜
０
．０
０１
０

～
０
．８
７

０
．２
１

０
．０
００
４４

～
１
．０

０
．３
２

＜
０
．０
０１
１

～
１
．７

０
．３
３

＜
０
．０
０１
１

～
１
．１

０
．２
１

o‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

０
．０
０２
７

～
０
．１
０

０
．０
３５

０
．０
０２
８

～
０
．５
０

０
．０
９１

０
．０
０３
５

～
０
．８
１

０
．０
７９

＜
０
．０
０６
０

～
０
．３
３

０
．０
４０

１
，２
，４
‐
ト
リ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

＜
０
．０
００
３４

～
０
．０
５４

０
．０
１０

＜
０
．０
００
３４

～
１
．７

０
．０
７６

＜
０
．０
００
３４

～
０
．１
９

０
．０
１３

＜
０
．０
００
３４

～
０
．１
６

０
．０
１４

１
，３
，５
‐
ト
リ
メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

０
．０
５５

～
１
．１

０
．３
９

０
．０
４６

～
１
．７

０
．５
５

０
．０
７９

～
３
．８

０
．９
４

０
．０
２２

～
０
．８
１

０
．３
２

１
，２
，４
‐
ト
リ
メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

０
．０
４２

～
１
．１

０
．２
６

０
．０
２３

～
０
．９
９

０
．２
４

０
．０
５０

～
１
．８

０
．３
７

０
．０
１１

～
０
．５
３

０
．１
５

ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

０
．０
０８
１

～
０
．３
８

０
．０
８２

０
．０
０１
６

～
０
．６
４

０
．１
０

０
．０
００
９４

～
０
．２
２

０
．０
６１

０
．０
１１

～
０
．１
６

０
．０
４９

ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

０
．０
１２

～
２
．１

１
．１

＜
０
．０
４１

～
２
．０

０
．９
６

０
．４
１

～
２
．１

１
．１

０
．４
５

～
２
．０

１
．１

４‐
エ
チ
ル
ト
ル
エ
ン

０
．０
２９

～
０
．４
１

０
．１
５

０
．０
１１

～
０
．４
８

０
．１
８

０
．０
２３

～
０
．７
４

０
．２
７

０
．０
０４
２

～
０
．２
８

０
．１
０

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
‐１
３‐
ブ
タ
ジ
エ
ン

＜
０
．０
００
４２

～
０
．１
３

０
．０
０９
０

＜
０
．０
００
４２

～
０
．３
１

０
．０
１４

０
．０
００
２０

～
０
．０
１９

０
．０
０３
５

＜
０
．０
００
４２

～
０
．０
１８

０
．０
０３
８

１
，２
‐
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

０
．０
６６

～
１
．４

０
．３
０

０
．０
４６

～
２
．６

０
．５
２

０
．０
３８

～
０
．６
７

０
．２
３

０
．０
４６

～
０
．３
６

０
．１
６

１
，３
‐
ブ
タ
ジ
エ
ン

０
．０
２４

～
０
．３
３

０
．１
３

０
．０
２５

～
０
．４
８

０
．１
１

０
．０
０９
３

～
０
．７
０

０
．２
１

０
．０
１７

～
０
．３
３

０
．０
７６

ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

＜
０
．０
００
４２

～
０
．１
１

０
．０
４３

＜
０
．０
００
４２

～
０
．３
４

０
．０
５４

＜
０
．０
００
４２

～
０
．１
３

０
．０
２９

＜
０
．０
００
４２

～
０
．２
３

０
．０
６６

ベ
ン
ゼ
ン

０
．０
０３
１

～
１
．８

０
．７
５

０
．１
３

～
２
．３

０
．８
１

０
．０
７６

～
４
．２

１
．１

０
．１
１

～
１
．８

０
．６
７

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

＜
０
．０
０５
０

～
０
．４
５

０
．１
６

０
．０
３９

～
０
．４
７

０
．２
１

０
．０
４３

～
０
．７
７

０
．２
６

０
．０
５５

～
０
．９
２

０
．２
６

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

０
．０
２９

～
０
．１
７

０
．０
７９

０
．０
１８

～
０
．２
６

０
．０
８７

０
．０
１５

～
０
．２
６

０
．０
６５

０
．０
１２

～
０
．１
７

０
．０
６３

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

＜
０
．０
０３
２

～
０
．３
５

０
．０
６１

＜
０
．０
０３
２

～
０
．７
１

０
．１
４

＜
０
．０
０１
９

～
０
．２
１

０
．０
７８

＜
０
．０
０３
２

～
０
．１
３

０
．０
４４

塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

０
．０
０３
４

～
０
．５
４

０
．１
１

０
．０
０２
０

～
０
．２
１

０
．０
７２

０
．０
０３
６

～
０
．２
０

０
．０
５０

＜
０
．０
００
４５

～
０
．１
８

０
．０
５９

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

０
．０
７６

～
１５

２
．３

０
．０
１９

～
５
．０

１
．５

０
．２
１

～
１３

１
．７

０
．１
７

～
５
．６

０
．９
０

注
３
）
鳴
門
局
は
平
成
２１
年
度
か
ら
調
査
を
開
始
し
た
た
め
，
平
成
２１
年
４
月
～
平
成
２３
年
３
月
の
調
査
結
果
を
示
す
。

注
４
）
検
出
下
限
値
未
満
の
値
は
そ
の
１
／２
の
値
を
用
い
て
平
均
値
を
計
算
し
た
。

― ３３―



濃
度（
μ
g/
m
3 ）

鳴門局 自排徳島局

7/
27
-7
/2
8

7/
28
-7
/2
9

7/
29
-7
/3
0

8/
2-
8/
3

8/
3-
8/
4

8/
4-
8/
5

8/
5-
8/
6

7/
27
-7
/2
8

7/
28
-7
/2
9

7/
29
-7
/3
0

8/
2-
8/
3

8/
3-
8/
4

8/
4-
8/
5

8/
5-
8/
6

30

25

20

15

10

5

0

ジクロロメタン
塩化ビニルモノマー
トリクロロエチレン
テトラクロロエチレン
クロロホルム
ベンゼン
アクリロニトリル
1,3-ブタジエン
1,2-ジクロロエタン
ヘキサクロロ-13-ブタジエン
4-エチルトルエン
クロロメタン
クロロエタン
1,2,4-トリメチルベンゼン
1,3,5-トリメチルベンゼン
1,2,4-トリクロロベンゼン
o－ジクロロベンゼン
m－ジクロロベンゼン
p－ジクロロベンゼン
キシレン
エチルベンゼン
クロロベンゼン
1,2-ジブロモエタン
ブロモメタン
トルエン
スチレン
四塩化炭素
1,3-ジクロロプロペン
3-クロロ-1-プロペン
1,2-ジクロロプロパン
1,1-ジクロロエタン
cis-1,2-ジクロロエチレン
1,1-ジクロロエチレン
1,1,2,2-テトラクロロエタン
1,1,2-トリクロロエタン
1,1,1-トリクロロエタン

濃
度（
μ
g/
m
3 ）

鳴門局 北島局 自排徳島局 大潟局
冬秋春 夏 冬秋春 夏 冬秋春 夏 冬秋春 夏

ジクロロメタン
塩化ビニルモノマー
トリクロロエチレン
テトラクロロエチレン
クロロホルム
ベンゼン
アクリロニトリル
1,3-ブタジエン
1,2-ジクロロエタン
ヘキサクロロ-13-ブタジエン
4-エチルトルエン
クロロメタン
クロロエタン
1,2,4-トリメチルベンゼン
1,3,5-トリメチルベンゼン
1,2,4-トリクロロベンゼン
o－ジクロロベンゼン
m－ジクロロベンゼン
p－ジクロロベンゼン
キシレン
エチルベンゼン
クロロベンゼン
1,2-ジブロモエタン
ブロモメタン
トルエン
スチレン
四塩化炭素
1,3-ジクロロプロペン
3-クロロ-1-プロペン
1,2-ジクロロプロパン
1,1-ジクロロエタン
cis-1,2-ジクロロエチレン
1,1-ジクロロエチレン
1,1,2,2-テトラクロロエタン
1,1,2-トリクロロエタン
1,1,1-トリクロロエタン

25

20

15

10

5

0

4月 5月 6月 1月 2月 3月7月 8月 9月 10月11月12月 4月 5月 6月 1月 2月 3月7月 8月 9月 10月11月12月 4月 5月 6月 1月 2月 3月7月 8月 9月 10月11月12月

濃
度（
μ
g/
m
3 ）

25

20

15

10

5

0

H20 H21 H22

鳴門局

北島局

自排徳島局

大潟局

� トルエン

①トルエンの濃度

トルエンは PRTR届出排出量のうち県内で最も排

出量の多い物質である。図－６に平成２０年度から２２年

度の県内４地点のトルエンの濃度の経月変動を示す。

②全国調査との比較

平成２０年度から２２年度の最高値を含む全ての調査結

果は，平成２１年度の環境省の全国調査結果（０．１８－

２００ μg/m３）の濃度範囲内であった２）。

③室内空気濃度指針値との比較

県内いずれの地点においても厚生労働省によって定

められている室内空気濃度指針値（２６０ μg/m３）を下

回り，最高値の場合でも室内空気濃度指針値の１１分の

１程度の低い値であった。

� ジクロロメタン

①ジクロロメタンの濃度

ジクロロメタンは PRTR届出排出量のうち県内で

２番目に排出量の多い物質である。図－７に平成２０年

度から２２年度の県内４地点のジクロロメタンの濃度の

経月変動を示す。

②全国調査との比較

平成２０年度から２２年度の最高値を含む全ての調査結

果は，平成２１年度の環境省の全国調査結果（＜０．００９５－

７８ μg/m３）の濃度範囲内であった２）。

③環境基準との比較

県内いずれの地点においても環境省によって定めら

れている環境基準（１５０ μg/m３）を下回り，最高値の

場合でも環境基準の１０分の１程度の低い値であった。

� まとめ
徳島県における平成２０年度から平成２２年度までの VOC成

分濃度の調査結果について取りまとめを行った。

１ いずれの物質においても環境基準及び指針値に較べて十

分低い濃度であった。

２ VOC全体の濃度は道路沿道の自排徳島局が最も高濃度

図－４ 季節別 VOC成分濃度（平成２０～２２年度注５））
注５）鳴門局は平成２１年度から調査を開始したため，平成２１～２２年度の

結果を示す。

図－６ トルエン濃度（平成２０～２２年度注６））
注６）鳴門局は平成２１年度から調査を開始したため，平成２１～２２年度の結果を示す。

図－５ VOC成分濃度の日変動
（平成２２年７月２７日－平成２２年８月６日）
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であった。またベンゼンは交通量の多い自排徳島局で最も

高濃度を示した。経年変化からはいずれの地点においても

VOCの全体濃度は概ね減少傾向であることが示された。

これは景気低迷による県内企業の工場施設の稼働率の低下

及び平成１８年度より導入された VOC排出抑制によるもの

と考えられる。

３ 県内２地点において連続調査を行ったが VOC成分濃度

の組成は日によって大きく変動していることが示された。

４ PRTR届出排出量の多いトルエン及びジクロロメタンの

環境中濃度は，室内空気濃度指針値及び環境基準より十分

低い値であった。

� 参考文献
１）環境省環境管理局大気環境課：有害大気汚染物質測定方

法マニュアル（平成１５年１２月）

２）環境省：環境省ホームページ，有害大気汚染物質モニタリ

ング調査結果，http://www.env.go.jp/air/osen/monitoring/

index.html

図－７ ジクロロメタン濃度（平成２０～２２年度注７））
注７）鳴門局は平成２１年度から調査を開始したため、平成２１～２２年度の結果を示す。
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